


























 実験結果から累積透過水量の対数(log V)と経過時間の対数(log T)の関係は，T




傾向が見られた． そこで Phase2 の期間を色々変えて適合度を分析した結果、Phase2


























濁度指標として β を考案した．β は目的変数を log V，説明変数を log T とした線
形回帰モデルの回帰係数値であり、実験開始 15 秒から 825 秒までのデータを用いて
計算される．理論的考察と実験により、β は測定装置に依存しないことを確認した。
また，従来法より懸濁度予測の精度が高いので、従来法よりも懸濁度指標として優れ
ていると結論した．さらに，プラントでは通常常時継続的に計測されている水質項目
から β の予測値β*を求めるための予測式を構成することにより，懸濁度を連続的に
監視することを提案した．懸濁度の連続監視による管理方法で急激な環境変化を瞬時
に検出できるだけでなく，不必要な運転操作を省くことができる．  
今後の課題として，様々な環境の基でのプラント運転時における β の物理化学的
観点からの性能評価、およびβ*の精度を高めるための統計学的研究が期待される． 
 
